




































































銅酸化物高温超伝導体は ドー ピングのない化合物において､いづれの場合 も高い温度 (250-
300K)で反強磁性相に転移し､その反強磁性相互作用定数Jの非常に大きな物質であることが分っ
ている｡ 高温超伝導は､この状態に少量のキャリヤーをドー プすることによって現われるので､その
メカニズムを研究するために､反強磁性状態が ドー ピングによってどのように壊れていきどんな基底
状態が出現するかについて､理論､実験､両面から精力的な研究が現在行われている｡この様な物質
の反強磁性状態は陰イオンのスピンを媒介とした超交換相互作用で実現していることは古くから知ら
れていたが､ ドー ピングによるその消失のメカニズムや消失後に現われる新しい状態については､高
温超伝導体の発見までは殆ど研究されていなかった｡また､その後の研究においても､通常のり モー ー
デルやハバードモデルに代表されるように超交換相互作用定数Jsを一定にした､-∑ 'ij>JsSi･Sjのハ
ミル トニアンを用いて､銅サイトの反強磁性状態やそのゆらぎと超伝導の関係を研究したものが主流
である｡しかし､ ドー プされたホールはほとんど酸素軌動に入ることが分っており､酸素スピンを媒
介として生じている超交換相互作用の結合定数Jsは ドー ピングと共に著しく減少する筈である.
本研究は､この様な動機のもとに､反強磁性的な超交換相互作用Jsの ドー ピング8依存性と共に､
同時に ドー ピングによって現われるRKKY交換相互作用JRの依存性を系統的に調べたものであるO
この効果の研究は､近年モスクワのGorkovグループやシカゴ行のLeoinグループでも行われている
が､ここでは2'次元 (2D)cuo2格子の現実的モデルに基づいて､太やJRの8依存性を具体的に示
した｡また､これらの相互作用定数の表式を具体的に検討し､ ドー ピングによるJsやJRの特徴的変
化の様子や､クーロン反発 Udや酸素 pバンド幅による影響を理解することが出来た｡これら相互作
用の基本的な物理は､Jsは銅スピンと埋っている酸素スピン間の反強磁性的結合が 2回行われる鋼サ
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